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介護学生が体験したヒューマン・ケアリングの過程 

―介護老人福祉施設における高齢者との関わりを通して― 
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要  約 

本研究の目的は、介護学生が介護老人福祉施設において実習中に体験したヒューマン･ケアリングの過程を明らかに

するものである。4 年制大学に在籍する介護実習がすべて終了した段階の 9 名の学生を対象に半構成的面接を行い、質

的分析を行なった。その結果、【直接的に励まされ癒された体験】【共にいる「つながり」の実感】を内容とする『人

間対人間の関わり』と【利用者への尊敬と共感のまなざし】【介護の社会的役割を踏まえた上で自覚した自己の存在価

値】を示す『介護専門職としての関わり』の 2 つのコアカテゴリーを見出すことができた。ヒューマン・ケアリングの

体験に至る過程は学生にとっては容易ではなかったが、そういった過程を踏んだことで体験した出来事が深く心に残っ

た。その結果、前向きな気持ちや積極的な行動へと変容し、介護福祉士としての将来への希望につながった。信頼関係

構築の過程そのものがヒューマン・ケアリングであり、『人間対人間の関わり』と『介護専門職としての関わり』が両

輪となる介護実践能力が介護福祉士にとって必要であることが示唆された。 

キーワード：ヒューマン・ケアリング、介護学生、介護実習、高齢者、介護施設  

 

研究背景・目的 
介護福祉士の国家資格を取得するために必要な教育カ

リキュラムのなかでも、介護実習は理論と実践を統合し、

介護観の育成を目的とした中核的な位置づけにあり、学

内での授業や演習の集大成として大変重要な科目である。 

実習先では実習指導者や介護職員の指導の下、様々な

利用者と関わり、介護技術の実践方法や介護計画の立

案・実施について学ぶ。４週間の実習期間の終了時には

「利用者と心が通じたという感覚が持ててとても嬉しか

った」と学生が笑顔で述べる場面がある。このことは「介

護観を育成する」という介護実習の最大の目標につなが

る貴重な体験であったといえる。 

「ケアする人、ケアされる人に生ずる変化とともに成

長発展をとげるもの」というメイヤロフ（1987）が述べ

る「ケアの本質」の視点から実習教育をとらえると、21

～22 歳の青年期にあたる介護学生が、実習先において利

用者との関わりから得られる喜びや充実感は、学生個々

の人間的な成長に大きく関与するのではないか。さらに、

現場という実践環境でしか得られないケアリング体験は、

専門職としての自信や誇り、使命感につながる重要な体

験になるのではないか。 

介護は誰にとっても身近な問題であり社会への必要性

が高い職業であるにもかかわらず、テレビ等によるメデ

ィアからの表面的なネガティブな情報のほうが強い印象

となっており（林,2016）、その影響もあるのか介護系へ

の進学者減少には歯止めがかからない状況になっている。 

しかしながら、介護福祉士の仕事とは、職場での勤務

上の苦労や悩みはあったとしても、「人間的な温かさや穏

やかな時間が与えられ、その人の人生の終盤～最期にも

関わる尊い専門職である」ということを、もっと広く認

められるべきである。つまり、日々誇りと使命感を持っ

て従事している多くの介護職のことが、社会に十分届い

ていないだけではないかと思われる。介護を学ぶ学生が

介護福祉士の仕事をプラスのイメージを持って前向きに

捉え取り組んでいけるように、今後の介護人材育成の観

点からも、ケアリングの過程を明らかにし「魅力ある介

護」を提示していく必要があると思われる。 

介護実習に関する文献には、実習に対する不安感や心

理的なストレスに関するもの（横山,2008）、実習にお

ける介護観の育成に関するもの（吉田,2015）は見られ

るが、介護学生のケアリング体験に関する研究は見られ

ない。教育に関するケアリングの文献では、ケアリング
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の概念に関するもの（永島,2013）、看護系大学のカリ

キュラムとして「ヒューマン・ケアリング」を基盤に科

目が組まれている場合の教育評価に関するもの（山

本,2012 山田,2013）、教育方法としてのケアリングカ

リキュラムの研究（戸村,2011）は見られるが、介護福

祉教育ではケアリングを教育内容にしてその実践評価を

研究したものは見られない。 

本研究の目的は、ヒューマン・ケアリング実践の場で

ある介護老人福祉施設において、介護学生が利用者との

関わりのなかで体験したケアリングの過程を明らかにす

ることである。 

 

ケアリングとは 
「ケア」や「ナーシング」と 1970 年頃まではほとん

ど同意語として使われてきた「ケアリング」は、看護の

領域はもとより、福祉や教育学の領域など広く適用され

るものであるとミルトン・メイヤロフやシスター・M・

シモーヌ・ローチ（1996）の著書において述べられてい

る。我が国においては、1989 年から 1992 年に日本看護

科学学会が「ヒューマン・ケアリング」に研究課題とし

て取り組み、看護の研究者、教育者、実践者への「ケア

リング」論の普及が始まった。 

わが国の看護における「ケアリング」理論の導入と研

究の動向に関する研究（永島,2013）によれば、ケアリ

ングの概念が導入された当初から 10 数年の間には、時

代の流れを背景にケアリングの概念に様々な変化がみら

れる。 

被ケア者を「理解する」「固有の存在として捉える」

「関心を向ける」「人間性豊かに関わる」「成長を促す」

「希望を支える」というような概念から、2010 年代にな

ると、被ケア者を『社会で生活する人』と捉え、「住み

慣れた地域で生活を再構築できるようにする」「関係性

を創造する」「能力を最大限に生かす」「目標を共有す

る」「被ケア者のその人らしさを支える」「被ケア者が

その人らしく生きることを支える」というように、『共

にいて生活の目標を共有する存在』へと転換が見られる。 

ケアリングの目的・目標は、被ケア者の「希望や意思

を支える」から変化して、被ケア者が「その人らしく生

きる」ことができるように支えることとなり、地域社会

で生活している人の地域環境や社会における存在様式、

その役割へと広がっている。 

ジーン・ワトソンは人間科学とヒューマンケアについ

て述べたワトソン看護論（1992）において、「ヒューマ

ンケアには、個人と人間の生命とに深い思いを寄せ、人

間の自立と深いパターナリスティックでない価値観、選

択の自由に対して深い敬意を払うことが必要である」と

述べている。ケアリングとは、対象の人間的尊厳を守り、

高め、維持することを目的に、対象との相互作用のプロ

セスを通して進めていく精神的な関わり、行為、現象で

ある。つまり、ヒューマン・ケアリングとはケアの対象

を人間と限定したうえでの、ケアによる相互作用を通し

てともに成長する態度や心であるといえる。 

 

用語の操作的定義 
ヒューマン・ケアリング：本研究では、介護学生と利

用者が共有する体験の中に在り、尊厳を大切に扱いなが

ら、相互成長がもたらされる関係が成立するプロセスを

含む行為、現象をヒューマン・ケアリングと定義づける。 

 

研究方法 
1．研究デザイン、研究協力者および研究期間 

本研究は質的記述的研究デザインを用い、研究対象は

Ａ大学の介護福祉士養成課程に在籍し、研究協力に同意

が得られた 9 名で、平成 27～28 年度介護実習Ⅱ（受け

持ち利用者の介護過程を展開する 4 週間の実習）を行っ

た学生。調査期間は平成 28 年 12 月～平成 29 年 3 月。 

 

2．データ収集方法 

半構成的面接法を用い、質問項目について自由に答え

てもらうインタビューを行った。インタビューの時間は

１人当たり 30 分程度、インタビューガイドに基づき質

問し、自由に語ってもらい対象者の許可を得てＩＣレコ

ーダに録音した。調査内容は、学生にあらかじめインタ

ビューの質問内容を知らせ、話したいエピソードを選ん

でおいてもらった。以下のインタビューガイド①～⑥の

項目について、エピソードを語ってもらい、そのときの

利用者の様子、自分が感じたこと、思ったことを素直に

具体的に述べられるようにした。 

以下はシスター・M・シモーヌ・ローチ著『アクト・

オブ・ケアリング』に述べられている「職業的ケアリン

グの諸属性：五つの C 思いやり（Compassion）、能力

（Competence）、信頼(Confidence)、良心(Conscience)、

専心(commitment)」、ミルトン・メイヤロフ著『ケアの

本質』Ⅰ「他者の成長をたすけることとしてのケア」を

参考にしたインタビューガイドの内容である。 

①「高齢者に思いやりをもって接することができた」と
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思う場面 

②「介護の専門的な能力（知識・技術）を活用できた」

と思う場面 

③「自分は高齢者に信頼されている」と感じた場面 

④「良心（道徳的意識）を持って「高齢者の尊厳を守る

ことができた」と思う場面 

⑤「コミットメント（一生懸命、介護に専心）できた」

と思う場面  

⑥高齢者から学生が受けたケア：「高齢者に癒されたと実

感したこと」「高齢者にケアしてもらったと思うこと」

「高齢者と接して嬉しかったと思うこと」「それによっ

て成長できたと思うこと」 

 

3．分析方法 

「事例－コードマトリックス」による質的データ分析

法を用いた。インタビューで得られたデータを逐語録に

おこして精読した。事例ごとに学生のヒューマン・ケア

リング体験の情況が示されている部分を、文脈に留意し

ながら 1 つのまとまりとして捉えた。そしてその文脈に

沿って学生が語った内容から意味している最小の文節を

対象者の言葉のままとし、それらの意味をできるだけそ

こなわないようにコード化し「事例－コードマトリック

ス」に整理した。 

「事例－コードマトリックス」とは、いくつかの事例

が横糸、複数のコードが縦糸として編み込まれ、さらに

ひとつのセグメントの記述によって複雑な模様が織り込

まれているタペストリー（つづれ織り）のようなものと

してとらえることができる。質的分析の中間段階にこの

ようなデータマトリックスを作成してみることは、一方

ではそれぞれの事例の個別性や具体性に対して十分配慮

しつつ、かつ他方では、事例の特殊性を越えた一般的な

パターンやある種の規則性を見いだしていくうえできわ

めて有効な作業になり得ると佐藤（2017）は述べている。 

コード化したものは類似する意味のあるものを組み合

わせサブカテゴリーとして、そのサブカテゴリーの意味

が共通しているものを合わせて抽象度を上げ、カテゴリ

ーとして再統合した。分析過程では複数の共同研究者と

ともに再検討や修正を重ね、真実性と妥当性の確保に努

めた。 

 

4．倫理的配慮 

本研究は、東海学院大学「人を対象とする研究倫理審

査」を受けて承認を得てから実施した（申請 ID 2016-5）。

対象者には書面と口頭で研究趣旨および内容について説

明し、研究参加に同意する場合同意書に署名を得た。研

究参加は対象者の自由意思によるもので、研究参加の拒

否や途中辞退も可能であること、参加しない場合や途中

で参加を中止した場合でも、学業、成績のことも含め不

利益をこうむることは全くないことを説明した。 

インタビューはプライバシーが守られる個室で行った。

得られたデータは研究者のみが取り扱い、その他のもの

が目にすることがないように厳重に保管し、本研究目的

以外で使用することはないことを説明した。 

 

結果 
研究協力者は大学生の男子 3 名女子 6 名で、年齢は 21

～22 歳であった。学生が語ったケアリング体験は、1 つ

のエピソードである場合、2 つのエピソードの場合、ま

た利用者や事例を特定しない日常の様子といったように

内容は多彩であった。そのエピソードはいずれも実習 4

週間の期間中の半ば以降～後半の時期の出来事であった。

そのうち、実習最終日の利用者との別れの場面を取り上

げたエピソードが 3 例あった。 

 実習の中核を成す「介護過程の展開」としての利用者

のニーズを把握して課題をあげケア計画を実施した受け

持ち利用者とのエピソードは 4 例であり、受け持ち利用

者以外の別の高齢者との関わりをあげたエピソードが 5

例、特定の利用者との関わりではなく複数の利用者との

日常の関わりをあげたエピソードが 5 例あった。 

ケアリング体験としてのエピソード（事例）、そのとき

の気持ち、その影響とその後の変化について表 1 のよう

にまとめた。分析の結果、学生のケアリング体験の情況

として、2 コアカテゴリー、4 カテゴリー、12 サブカテ

ゴリーが抽出された。以下では、コアカテゴリーは『 』、

カテゴリーは【 】、サブカテゴリーは〈 〉、学生が語

った言葉をコード化し、「 」で示し、カテゴリーごとに

説明する。 

『人間対人間の関わり』は利用者と学生が人間的な温

かい心を持って接した結果生まれたものである。それは

【直接的に励まされ癒された体験】によるものであり〈日

常のねぎらい・励ましによる勇気づけ、支え〉〈日々の

挨拶やありがとうという言葉から得られる家族のような

感覚〉〈実習最終日に得られた達成感〉となった。また

【共にいる「つながり」の実感】として〈共に過ごす場

と時間によって得られた安心感〉〈出会いと別れの体験か
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っ
た

い
つ

も
手

は
組

ん
で
ひ

っ
こ
め
た
状

態
で

自
分

か
ら
何

か
を
し
よ
う
と
す

る
こ
と
は
な

か
っ
た
人

だ
っ
た
の
で
意

外
な
感

覚
、
驚

き
が
あ
っ
た
。
気

づ
か
な
い
で
い
た
が
信

頼
関

係
に
基

づ
く
も
の
だ
っ
た

最
後
に
、
こ
こ
に
実
習
に
来
て
よ
か
っ
た
と

思
え
た
、
高

齢
者

と
か
障

害
者

と
い
う
の

を
除

い
た
人

と
人

が
関

わ
る
場

所
の
ひ

と
つ
が
福
祉
の
現
場
だ
と
感
じ
た
の
が
一
番

大
き
か
っ
た

学
校

で
の
学

習
で
学

ん
だ
見

方
と
は
ガ

ラ
ッ
と
大

き
く
変

わ
っ
た
こ
と
、
介

護
す

る
側
、
さ
れ
る
側
と
い
う
関
係
で
は
な
く
、
介
護

ケ
ア
に
は
方
法
論
の
前
に
、
人
対
人
の
自

然
な
関
係
が
大
前
提

I

最
終

日
の
挨

拶
の
時

、
「
ま
た
来

い
よ
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
大

き
い
声
で
言
っ
て
も
ら
え
た
。
大
き
い
声
は
人
を
呼
ぶ
と
き
の

お
ー

い
と
い
う
声

ぐ
ら
い
で
初

め
て
だ
っ
た
の
で
大

き
い
声

で
言

っ
て
も
ら
え
て
お

お
ー

っ
と
思

っ
た

別
れ
の
あ
い
さ
つ
で
は
っ
き
り
と
大
き
な
声

で
頑

張
れ
よ
と
言

っ
て
も
ら
え
た
こ
と

実
習
で
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
　
よ
か
っ
た
な
、
と

い
う
気
持
ち
に
な
れ
た

半
年

く
ら
い
経

っ
て
も
こ
う
し
て
鮮

明
に
覚

え
て
い
る
の
は
、
け
っ
こ
う
嬉
し
か
っ
た
と
こ
ろ

多
か
っ
た
、
そ
の
結
果
、
こ
う
、
覚
え
て
る
の

か
な

C

利
用

者
か
ら
あ
り
が
と
う
と
言

わ
れ
た
と
き
、
あ
ん
た
可

愛
い
ね

と
言

わ
れ
た
と
き
の
こ
と
、
日

頃
の
日

常
場

面
で
の
利

用
者

の
様
子
、
レ
ク
リ
エ
―
シ
ョ
ン
で
一
緒
に
居
た
と
き
に
感
じ
た
安

心
感

特
定

の
一

人
で
は
な
く
何

人
か
の
笑
顔
が

か
わ
い
ら
し
く
、
笑
顔
に
な
っ
て
も
ら
え
る
の

が
嬉

し
く
、
そ
れ
で
頑

張
れ
た
こ
と
、
日
常

生
活
で
一
つ
一
つ
の
利
用
者
の
行
動
を

見
て
い
る
と
き
に
感
じ
る
癒
さ
れ
る
気
持
ち

利
用

者
か
ら
声

を
か
け
て
も
ら
え
て
、
自

分
の
存
在
価
値
が
認
め
ら
れ
て
、
安
心

感
が
も
て
た
の
で
、
職
員
に
も
多
く
質
問

が
で
き
た

頑
張
っ
て
質
問
し
て
得
た
ア
ド
バ
イ
ス
の
お

か
げ
で
利
用
者
か
ら
も
ほ
っ
こ
り
す
る
よ
う
な

も
の
を
い
た
だ
い
た

D

お
茶

を
す

す
め
た
と
き
の
利

用
者

と
の
会

話
「
私

は
も
う
い
い

で
す
か
ら
あ
な
た
ど
う
ぞ
」
と
い
う
の
が
微
笑
ま
し
く
、
話
し
方

が
か
わ
い
ら
し
い
、
利

用
者

と
一

緒
に
歌

を
歌

っ
た
り
手

を
た

た
い
て
拍

子
を
と
っ
た
り
し
た
の
は
楽

し
め
た

う
れ
し
い
な
と
思

っ
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
ホ
ッ

と
し
た
出

来
事

や
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
た
と
い
う

こ
と
は
な
か
っ
た

い
ろ
ん
な
利
用
者
さ
ん
が
い
る
な
か
で
、

そ
う
い
う
方

た
ち
と
接

し
つ

つ
、
や

っ
ぱ

り
人

と
関

わ
っ
て
い
く
ん
だ
な
っ
て

様
々
な
事
情
を
抱
え
る
利
用
者
と
接
し
つ

つ
、
人

と
関

わ
っ
て
い
く
仕

事
に
つ

く
こ
と
を

再
認
識
し
た

だ
ん
だ
ん
に
自
分
の
気
持
ち
が
固
ま
っ
て

い
っ
て
4
週
間
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た

出
会

い
と
別

れ
の
体

験
か
ら
感

じ
た
一

期
一

会
B

実
習
最
終
日
の
挨
拶
時
に
「
あ
り
が
と
う
ね
、
ま
た
遊
び
に
来

て
ね

」
と
や

さ
し
く
言

わ
れ
た
こ
と
、
拘

縮
が
あ
っ
て
寝

た
き
り

で
あ
ま
り
反
応
し
て
も
ら
え
な
い
し
、
私
が
上
手
く
で
き
な
い
こ

と
も
あ
っ
て
、
イ
ラ
ッ
と
し
て
、
“
へ

た
く
そ
”
っ
て
言

わ
れ
て
い
た

人
だ
っ
た

そ
の
言

葉
に
な
き
そ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
言

葉
が
嬉

し
か
っ
た
。
感

謝
の
言

葉
は
初
め

て
だ
っ
た
　
感
激
し
て
泣
き
そ
う
に
な
っ
た

そ
ん
な
心

構
え
が
な
か
っ
た
、
意

外
だ
っ

た
　
ま
さ
か
感

謝
の
言

葉
を
言

っ
て
も
ら
え

る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
泣
け
て

し
ま
っ
た

こ
ん
な
感
無
量
な
気
持
ち
、
そ
の
場
面
を
思

い
出

す
と
涙

が
止

ま
ら
な
く
な
る
、
別

れ
と
な

る
と
・
・
・
。
介

護
は
自

分
に
合

っ
て
い
る
な
と

思
う
。
卒

業
後

も
介

護
施

設
で
仕

事
し
た
い

と
思

っ
て
い
る

利
用

者
の
喜

び
を
自

分
の
喜

び
と

感
じ
利

用
者

の
立

場
に

立
つ

気
持

ち
F

昔
、
そ
ろ
ば

ん
を
使

っ
て
仕

事
を
し
て
い
た
受

け
持

ち
利

用
者
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
で
、
実
際
に
そ
ろ
ば
ん
を
手
に
取
っ
て
も

ら
っ
た
と
き
、
す
ご
い
、
ニ
ッ
コ
ニ
コ
の
笑
顔
で
、
口
が
う
ま
く
閉

ま
ら
な
く
て
、
い
つ

も
よ
だ
れ
が
垂

れ
て
い
た
人

だ
っ
た
が
、

い
つ
に
も
増
し
て
よ
だ
れ
を
タ
ラ
タ
ラ
垂
ら
し
て
、
喜
ん
で
嬉
し

そ
う
だ
っ
た

利
用

者
が
喜

ぶ
姿

を
み

て
よ
か
っ
た
な
あ

と
思

え
た

そ
ろ
ば

ん
を
喜

ん
で
も
ら
え
た
と
き
は
心

が
通
じ
て
い
た
と
思
う

後
に
な
る
と
そ
の
方
の
立
場
を
考
え
て
い
な

か
っ
た
と
思

え
た
こ
と
、
仕

事
で
十

分
や

っ
て
き
た
の
に
、
今
に
な
っ
て
も
本
当
に
や
り

た
い
こ
と
だ
っ
た
の
か
、
実

習
の
た
め
に
利

用
者

に
無

理
を
さ
せ

て
し
ま
っ
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
後

悔
し
た

表
１
　
学
生
が
体
験
し
た
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ケ
ア
リ
ン
グ
の
内
容
　

共
に
過
ご
す
場
と
時
間
に
よ
っ
て

得
ら
れ
た
安

心
感

直 接 的 に 励 ま さ れ 癒 さ れ た 体 験 共 に い る 「 つ な が り 」 の 実 感

人 間 対 人 間 の 関 わ り

実
習
最
終
日
の
挨
拶
で
得
ら
れ

た
・
充

実
感

、
達

成
感

114



コ
ア

カ
テ
ゴ

リ
ー

カ
テ
ゴ

リ
ー

サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
ー

学
生

エ
ピ
ソ
ー

ド
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
、
癒

さ
れ
た
こ
と

そ
の
と
き
の
気
持
ち

そ
の
後
の
変
化

G
食
事
が
摂
れ
な
い
胃
ろ
う
が
あ
る
人
で
寝
た
き
り
の
利
用
者

が
、
自
分
の
名
前
を
し
っ
か
り
覚
え
て
い
て
く
れ
た
　
　
絞
り
出

す
よ
う
な
声

で
「
あ
り
が
と
う
」
と
言

わ
れ
た

実
習
生
で
あ
る
自
分
を
気
に
か
け
て
く
れ

て
い
る
こ
と

驚
い
た
、
す

ご
い
な
と
思

っ
た

そ
う
い
う
姿
を
み
る
と
頑
張
る
気
持
ち
が
出

て
、
や
る
気
に
な
っ
て
く
る

G

入
浴
介
助
が
全
介
助
で
難
し
い
人
で
、
最
初
は
う
ま
く
い
か

ず
に
痛

い
思

い
を
さ
せ

た
け
れ
ど
、
2
回

目
の
と
き
に
う
ま
く

い
っ
た
な
、
と
言

わ
れ
て
、
2
回

目
も
同

じ
学

生
が
や

っ
て
い
る

と
わ
か
っ
て
く
れ
て
い
た

認
知

症
は
そ
ん
な
に
な
い
人

だ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
が
、
ち
ゃ
ん
と
覚
え
て
い
て
く
れ

た
こ
と
が
と
て
も
嬉

し
か
っ
た

大
々

的
に
何

か
し
た
か
ら
と
い
う
の
で
は

な
く
て
、
日
頃
日
中
一
緒
に
居
て
話
し
な

が
ら
や

っ
て
っ
た
ん
で
、
そ
こ
ま
で
し
て
く

れ
た
ん
だ
と
思

う

辛
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
そ
の
分
、
違
っ
た
い

い
場
面
の
ほ
う
が
あ
る
と
感
じ
ら
れ
る

利
用

者
へ

の
関

心
と
気

づ
き
か
ら

得
ら
れ
た
尊

敬
の
念

H
受
け
持
ち
利
用
者
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
一
緒
に
参
加
し
て

み
ま
せ

ん
か
と
誘

っ
た
方

と
の
利

用
者

同
士

の
楽

し
そ
う
な

姿
、
笑
顔
が
み
ら
れ
た
こ
と

利
用
者
の
楽
し
そ
う
な
様
子
、
利
用
者
同

士
の
交
流
の
様
子
が
嬉
し
か
っ
た
し
驚
き

も
あ
っ
た

こ
こ
ま
で
う
ま
く
い
く
と
は
思

わ
な
か
っ
た

の
で
、
ほ
っ
こ
り
し
た
反
面
、
驚
き
が
あ
っ

た

利
用
者
同
士
の
関
わ
り
が
演
出
で
き
た
　
そ

の
人
な
り
の
力
が
出
せ
る
こ
と
を
実
感

介
助
時
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
生
ん
だ

安
全
面
へ
の
意
識

H

食
事

介
助

を
し
よ
う
と
し
た
ら
、
パ
ー

ン
と
手

を
叩

か
れ
た
。
そ

れ
で
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
て
へ

こ
ん
で
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
、
そ
の

方
が
叩

い
た
腕

を
ご
め
ん
ね

と
い
う
か
ん
じ
で
な
で
て
く
れ
た

利
用

者
な
り
に
わ
か
っ
て
い
た
の
か
と
ジ
ー

ン
と
き
た

利
用

者
の
す

ま
な
か
っ
た
と
い
う
よ
う
な
や

さ
し
い
し
ぐ
さ
に
ジ
ー
ン
と
き
た

自
分
の
接
し
方
が
間
違
て
い
た
か
も
し
れ

な
い
け
れ
ど
、
そ
れ
を
「
ご
め
ん
ね

」
と
許

し
て
く
れ
た
と
い
う
か
ん
じ
だ
っ
た
。

安
全

面
の
危

機
感

を
抱

い
た
が
、
自

分
は

許
さ
れ
た
と
い
う
確

信
が
持

て
、
自

信
喪

失
か
ら
救

わ
れ
た

介
護

と
は
命

の
危

険
と
隣

り
合

わ
せ

な
の

で
、
小
さ
な
ミ
ス
が
死
へ
と
つ
な
が
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
る

け
れ
ど
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
許
し
て
く
れ
る
よ
う

な
場

面
で
は
自

分
が
救

わ
れ
た
気

持
ち
に

な
る

介
護

に
専

心
し
た
こ
と
で
築

け
た

信
頼

関
係

I

あ
る
と
き
、
ず

っ
と
座

っ
て
待

っ
て
み

よ
う
と
思

っ
た
。

「
家

に
帰
り
た
い
」
「
畑

が
あ
る
か
ら
」
と
い
う
言

葉
が
聞

け
た
。

隣
で
寄

り
添

っ
て
い
る
と
自

分
か
ら
話

を
し
て
く
れ
る
こ
と
が

あ
っ
た
。
フ
ロ
ア
ー
で
一
人
に
な
る
と
大
声
を
出
さ
れ
る
こ
と
が

あ
っ
た
け
れ
ど
、
そ
う
い
う
の
で
は
な
く
、
つ

ぶ
や

き
と
い
う
か
、

帰
り
た
い
気

持
ち
を
伝

え
た
い
と
い
う
か
ん
じ
だ
っ
た

利
用

者
の
思

い
が
聞

け
た
こ
と
。
自

分
に

語
っ
て
く
れ
た
と
い
う
信

頼
関

係
が
嬉

し
か
っ
た

介
護

を
し
て
い
る
の
な
ら
、
そ
れ
は
当

た
り

前
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
通
じ
合

え
た
場

面
は
嬉

し
か
っ
た

利
用
者
が
本
心
を
表
出
で
き
る
よ
う
な
関
係

性
が
介
護
に
は
大
切
だ
と
思
う

利
用

者
と
の
信
頼
関
係
の
上
に

成
り
立
つ
介
護
ケ
ア

I
利
用
者
が
自
ら
話
を
し
て
く
れ
る
と
き
、
些
細
な
こ
と
だ
け
ど
嬉

し
い
　
利
用
者
が
遠
慮
せ
ず
に
ト
イ
レ
や
移
動
を
頼
ん
で
も
ら

え
る
こ
と
が
嬉
し
い

日
頃
の
些
細
な
こ
と
の
よ
う
だ
が
、
利
用
者

か
ら
声

を
か
け
て
も
ら
え
る
こ
と
で
自

分
が

信
頼

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実

感

信
頼

関
係

を
持

っ
て
接

し
て
い
っ
た
結

果
と
し
て
す

ご
く
う
れ
し
か
っ
た

挨
拶
や
雰
囲
気
づ
く
り
は
し
か
り
し
て
い

た
の
で
結
果
に
つ
な
が
っ
た

会
話
の
話
題
作
り
に
は
地
域
の
こ
と
や
天

気
の
こ
と
な
ど
そ
の
都
度
工
夫
し
た

対
応
す
る
と
き
は
淡
々
と
、
す
ご
く
う
れ
し
い

と
は
思

わ
な
い
け
れ
ど
、
後

に
な
っ
て
み

る
と
、
頼

ん
で
も
ら
え
る
こ
と
と
お

礼
を
言

っ
て

も
ら
え
る
こ
と
は
す
ご
く
う
れ
し
い
こ
と
だ
と
感

じ
る

自
分

は
介

護
学

生
と
し
て
認

め
ら

れ
た
と
い
う
自

身
の
存

在
価

値
D

自
分

の
名

前
を
覚

え
て
も
ら
っ
た
こ
と
、
「
も
う
す

ぐ
い
な
く
な
っ

ち
ゃ
う
か
ら
、
寂

し
い
」
と
言

わ
れ
た
こ
と

実
習

生
と
し
て
、
認

め
て
も
ら
っ
た
と
い
う

か
、
そ
れ
が
う
れ
し
か
っ
た

2
回

目
に
寂

し
い
気

持
ち
を
言

葉
で
言

わ
れ
た
と
き
は
、
う
れ
し
い
と
い
う
実

感
が
わ

い
た

プ
ロ
セ
ス
レ
コ
ー

ド
に
起

こ
し
て
振

り
返

っ
た

み
て
、
も
っ
と
利

用
者

の
「
寂

し
い
」
気

持
ち

に
寄

り
添

え
れ
ば

よ
か
っ
た
と
思

っ
た

利
用
者
の
潜
在
能
力
に
触
れ
た

こ
と
で
高

ま
っ
た
学

習
意

欲
利 用 者 へ の 尊 敬 と 共 感 の ま な ざ し 介 護 の 役 割 を 踏 ま え た 上 で 自 覚 し た

自 己 の 存 在 価 値

介 護 専 門 職 と し て の 関 わ り
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介護学生が体験したヒュ－マンケアリングの過程 

 

ら感じた一期一会〉〈利用者の喜びが自分の喜びと感じ

られ利用者の立場に立つ気持ち〉があげられた。 

一方、『介護専門職としての関わり』は、介護に必要

な知識、技術、価値観、態度など、理論的に成り立つも

のを基盤に、客観的な視点を持って接した結果生まれた

ものである。【利用者への尊敬と共感のまなざし】につ

いては〈利用者の潜在能力に触れたことで高まった学習

意欲〉〈利用者への関心と気づきから得られた尊敬の念〉

〈利用者とのハプニングが生んだ安全面への意識〉【介

護の社会的役割を踏まえた上で自覚した自己の存在価

値】については〈介護に専心したことで築けた信頼関係〉

〈利用者との信頼関係の上に成り立つ介護ケア〉〈自分

は介護学生として認められたという自身の存在価値〉と

なり、介護の本質に立ち返ることや自分の介護福祉士と

しての将来像を描く機会となった。 

 

『人間対人間の関わり』 

【直接的に励まされ癒された体験】 

①〈日常のねぎらいや励ましよる勇気づけ、支え〉 

「利用者の方から “いつも大変なのにお疲れさま”“あ

りがとう”“ご苦労さん”という言葉に助けてもらった」そ

して「今日も一日頑張ろうと勇気をもらえた」「その言

葉は最初意外だったが、だんだんがんばらないといけな

い、ここで投げ出してはいけないと思えた」その後に「コ

ミュニケーションが取りづらい人にも話していこう」と

利用者の力によってケアされ、前向きな気持ちに変化し

た。また「その人のそばにいると安心できる。そういう

存在って必要」であると感じ、慣れない環境で緊張して

実習している学生が心の安定を図るきっかけとなった。

（学生Ａ） 

 

②〈日々の挨拶や会話から得られる家族のような

感覚〉 

「“今日はもう上がりなんで帰ります、また明日お願い

します”って言ったら“今日はあがり？ありがとう”って

言われるのがまあ、一番嬉しかったし、そういうのが癒

された。“月曜日また来ます”っていうと、向こうから“お

疲れ様だねー、疲れたねー”って“家でゆっくり休まんと

いかんねー”って言われました。金曜日で帰ってまた月曜

日に行くってことも、“土日は来ないね”って“寂しいね”

って言われて･･･」という何気ない挨拶について「普段の

生活では味わえない気持ち。だって実習での利用者さん

て全然知らない人じゃないですか。街中で人に会って挨

拶はしても、ありがとうとか言われる機会はそうないじ

ゃないですか」と、介護の場面でしか味わえない気持ち

を実感した。そしてその利用者の目線は学生を家族の一

員のように捉えており、実習期間中は学生の支えになる

役割を果たしていた。（学生Ｇ） 

 

③〈実習最終日の挨拶で得られた・充実感、達

成感〉 

「利用者さんから握手を求めていただいて、“あー、あ

りがとう”みたいな感じで、いつも手は組んで引っこめた

状態で自分から何かをしようとすることはなかった人だ

ったので」という体験は「その短い期間の中でも、最終

的には心を開いてもらえたのかなっていう嬉しさが、一

番感じられた出来事でした」「来て良かったなーって、い

いフロアーを担当させてもらったなって」というように

利用者と心が通じた充実感や実習を終えた達成感を味わ

うことができた。 

そして「でもその瞬間の前までは、今まで福祉とか介

護を学んできた中でケアする側・される側っていう目線

では見てはいけないっていうか、同じその人としてって

いう部分で見なきゃいけないのは分かっていたんですけ

ど、やっぱりどうやってケアするのか、とか、技術面の

方でこの方の身体状況がこうで、どっち側から支えると

か、どういうふうに声をかけるっていうのがメインにな

ってた分、どうしても自分はまだ介護をする側っていう

目線が捨てきれずに実習に臨んでしまった部分もありま

した。でも最後のその日に関しては、普通にほんとに人

と人の出逢いの中で別れの日だったので、高齢者だから

とか、そこの施設の利用者さんというのではなくて、な

んか自分の家族のおじいちゃん、おばあちゃんではない

んですけど、それに近いような感覚がちょっと湧きまし

た」と述べている。 

その結果、「高齢者とか障害があるとかそういうのを、

除いて人と人が関わる場所の一つがこの施設だったりと

か、そういう福祉の現場なのかなーっていうふうに、す

ごく感じたのが一番大きいです」と介護の原点に立ち返

ることができた。（学生Ｅ） 

 

【共にいる「つながり」の実感】 

①〈共に過ごす場と時間によって得られた安心

感〉 

「レクリエ―ションを一緒にやっているとき、なんか、

ほんと、かわいらしい笑顔なので、４週間も一緒にいる
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と、いとおしさが出てくる。そんな日常の利用者さんの

笑顔やしぐさにすごく癒される。何気ない会話が嬉しく

て、それで頑張れた」その結果「頑張った分だけ、ちゃ

んと職員さんからもアドバイスいただけたし、利用者さ

んからもほっこりするようなものをいただけたなって」

「そうなると、わりとリラックスした感じで、実習もで

きるようになった。お互い、たぶん、リラックス状態が

作れるようになって、実習もしやすかったし、利用者さ

んたちも、こう、違和感を持った生活じゃなくって、自

然になってきた」というように徐々に人間関係が成り立

っていった。（学生Ｃ） 

また、「なかなか飲み物がすすまない人に、水分補給

で飲んでもらおうとしたら、“もういいです、あなたどう

ぞ、飲んでください”って。誰にでもそう言っていると思

うんですけど、実習生ってわかっているかどうかも、ち

ょっとわかんないんですけど、でも、そうやって話して

くれているってことは、なんか、そういう嫌な人ってい

う人じゃないな、ってわかって言っている、わかってい

ただけてるかな、って。話し方がかわいらしくて、微笑

ましいなって」というような〈一緒に過ごす場と時間の

充実感・安心感〉が持てるようになった。 

その後、「やっぱりわたしは、アルバイトでもそうなん

ですけど、人と関わること、ずっとじゃなくても人と関

わったりとか、介護も対人援助って言われるじゃないで

すか、でも、やだなって思うときもあるけど、そうやっ

ていろいろ関わってきて、多分わたしはいろんな形で人

と関わっていく仕事をしていくんだなって。いろんな利

用者さんのなかで、歌を歌ってくださる利用者さんもい

れば、気分の浮き沈みのある利用者さんもあるんですけ

ども、そういう方たちと接しつつ、やっぱり人と関わっ

ていくんだなって」という思いに到達し、介護に従事す

る自分の将来像を描く機会となった。（学生Ｄ）  

 

②〈出会いと別れの体験から感じた一期一会〉 

「実習最終日に挨拶に行って、食事介助をやらせても

らってありがとうございますって、お風呂の入浴介助も

やらせてもらって、それを伝えたら、ありがとうね、ま

た遊びに来てねとやさしく言われて、さすがに泣きそう

になって、それが嬉しかったですね」と述べ、そのとき

の気持ちとしては「感謝の言葉を言われたのは初めて。

拘縮があって、ずっと寝たきりか、車いすかっていう方。

あんまりしゃべることがなかった人。あまり反応しても

らえないし、食事の時しかほとんど関われない人、私が

上手くできないこともあって、イラッとして、“へたくそ”

って言われて。最後に、ありがとうございます、という

のと、お世話になりましたって、半分泣きながら・・・、

そんなふうに思ってもらえているとは思ってなかった

し」と、そのときの様子を思い出すと「別れとか、そう

いうときは、･･･（言葉に詰まり涙が止まらなくなる）」

出会えたことの感謝と別れの切なさとして〈出会いと別

れの体験と一期一会の意味〉を実感し受け止める体験と

なった。（学生Ｂ） 

 

③〈利用者の喜びを自分の喜びと感じ利用者の

立場に立つ気持ち〉 

「昔、そろばんを使って仕事をしていたってことで、

実際にそろばんを持っていって渡すと、嬉しそうにニコ

ニコ笑顔だった。たぶん、初めて笑顔見られたんですよ

ね。そろばんの球をはじく感覚が楽しそうだったんで、

よかったなあ、と思えた」利用者の様子は「昔は球の数

が違ったらしいんですけど、すごい、ニッコニコの笑顔

で」「その人は、口がうまく閉まらなくて、いつもよだ

れが垂れていた人なんですけど、なんか、いつにも増し

てよだれをタラタラ垂らして、喜んで、そういうところ

を見たら、ああ、よかったな、って思いました」という

ように回想法によって利用者の笑顔を引き出すことがで

き、学生自身も利用者の喜びを自分の喜びとして共感す

ることができた。 

しかし、「そのときはよかったな、と思っていたけど、

記録に書く段階になって、やってみよーっという軽い気

持ちだった、その人の立場を考えてなかったと思った」

「仕事でもう十分やってきたのに、今になってまたやっ

てもらうって、本当にその人がやりたいことなんだろう

かって」と悩み、その人らしさを支える介護について深

く模索する機会となった。（学生Ｆ） 

 

『介護専門職としての関わり』 

【利用者への尊敬と共感のまなざし】 

①〈利用者の潜在能力に触れたことで高まった

学習意欲〉 

「最初挨拶にいって１回だけ“〇〇です。お願いしま

す”って言っただけなのに、次に会って職員さんが覚えと

る？って聞いたら“〇〇くん”って言われて、すっげーな、

って。口から食べられないし、ずっと横になっているの

に。おむつ交換をやらせてもらったんですよ。そしたら、

呂律がまわらないなりに、“ありがとう”って言われて。
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搾り出すような感じで言われて。すごい、言えるんだと

思うし、ちゃんとわかっているーって。何してほしいっ

て言えるし、テレビのチャンネル変えてって言えるし、

この人すげーなって思う」その結果「がんばり、じゃな

いですけど、やる気になってくるって感じですかね、そ

ういうのを見たら」というように、身体的な障害が進ん

でも意思疎通ができることに心を動かされ「その人の持

てる力」を読み取ることで利用者への理解が深まり、次

への学習意欲につながっていった。（学生Ｇ） 

 

②〈利用者への関心と気づきから得られた尊敬

の念〉 

「受け持ち利用者の S さんと、共有スペースで塗り絵

とかコミュニケーション取ったりしていた時に、通りか

かった B さんに、ちょっと見てくれませんかって声かけ

たら“あ、ええよ、ええよ”って。S さんと B さんてあま

り話す機会っていうのがなくって、ほとんどなんか顔だ

け見てそのまま終わっているような感じだったので、初

めてだったかもしれません。その二人と自分を入れて三

人で、そしたらけっこう、二人の利用者さん楽しく塗り

絵をやっていて、B さんが S さんに対して“すごく上手じ

ゃん”て話して、けっこう盛り上がって、S さんもその話

を聴きながら笑いながら塗り絵をやって」 

その様子については「自分のなかでも、なんかここま

での変化っていうのは、けっこう驚いて、あ、こんなに

なんかうまくいくんだーって、ほっこりした反面ちょっ

と驚きはありました」「後から職員さんに聞くと、B さ

んは、相手によっては性格ががらっと変わっちゃうんで、

たまに急にかっと怒ったりとか、逆に急に黙ったりする

方だったので、こんなふうにうまくいったのは、驚きで

した」といった利用者の交流を通してその後感じたこと

は、「後々、介助したりとか会話したりするうちに、あ、

やっぱりこの人は、この人なりの人生を歩んでる、社会

のことを知っている、社会の大先輩って、自分の中で、

年上としての、…そんな感じです」という気持ちになっ

た。これは利用者に深い関心を寄せ、利用者を理解しよ

うと取り組んだ実践の過程で得られた尊敬の念であった。

（学生Ｈ） 

 

③〈利用者とのハプニングが生んだ安全面への

意識〉 

「食事の支度で机を拭いていた時に、一応“拭きます

ねー”って拭いていたんですけど、突然目の前に手が出

現したって感じられたんでしょうね、もう反射的に腕を

パーンと」「その方は視野に障害があって、それはわか

っていていたんですけれども、実際に叩かれると、ちょ

っと、なんか暴力振るわれたかなっていう感覚に陥って、

ガーンってきまして」「でも後になってその方が、僕の

腕をなでて、なんか“ごめんね”って言っているような感

じだったので、それでなんか、分かってもらえたのかな

ーって思って、じーんときました」 

「考えてみれば、その方の表情があんまり変わってな

かったので、もしかしたら、伝わっているんじゃないか

なっていう甘い認識だったかも知れません」「確かにあ

のとき叩かれてそのまま終わっていたら、多分暗い思い

を引きずっていたけど、なでてもらえたおかげでちょっ

と明るくなったと思います」と、その瞬間、気持ちがリ

セットされたと感じた。利用者にとっては学生の手が、

急に目の前に現れた異物と認識され、それを避けようと

した行動だった。「介護って、結構いのちと隣り合わせ

の感じなので、一つのミスでも、もしかしたら死へとつ

ながっちゃうんじゃないかっていう、その、小さなミス

でも大きなミスへとつながってしまうんですけれども、

このときは何かしら自分の中で救われたような感じはあ

りました。」というように、介護は常に危険と隣り合わ

せであるという危機感を持つ機会となった。（学生Ｈ） 

 

【介護の社会的役割を踏まえた上で自覚した自

己の存在価値】 

①〈介護に専心したことで築けた信頼関係〉 

「受け持ち利用者さんは徘徊がある方だったんで、ど

うしたら戻っていただけるかっていうのが、歩いて行っ

て、どこまでが歩けるのかとか、そういうことは、毎日

あったんで、そういう中で工夫をしていたんですけど」

「結局、何ですかね、答えは出てないというか、どれが

正しいかっていうのはわかんなかったんですけど」「歩

いて行って、だいたい座って休憩されるんですけど、そ

ういうときも、隣に座ってみたりすると“帰りたい”っ

て言われて、なんか話し掛けてこられるようなときもあ

って」「あるとき、ずっと座って待ってみようと思って

座っていたら、“家に帰りたい”って言われて。“えー、な

んでですか？”って言ったら、“畑がある”って言われて」

「こんなふうに隣にいたりすると、フロアーで座ってい

るときに暇な状況で一人にされると大きい声で、なんか

声を出されることもあるんですけど、そういうのと違っ

てつぶやきっていうか、僕に伝えてるように、帰りたい
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んだ、っていうのを伝えてる感じがあったんで。じっと

一緒に座っていると、多分話し掛けてもらえるんじゃな

いかなっていうのは、ありましたね」「それはやっぱり、

一番通じ合わなければ、信頼関係がないとできないこと

だと思うんで」というように、学生がじっと寄り添うこ

とで、次第に信頼が得られ、利用者が本心を表出できる

人間関係ができていった。（学生Ｉ）  

②〈利用者との信頼関係の上に成り立つ介護

ケア〉「利用者さん発信で僕に話し掛けてこられる時

とかは、なんか些細なことなんですけど、嬉しいですね。

トイレに行きたいとか、お部屋に行きたいとか、そうい

うのも、意外と嬉しいかなと思うんですが、我慢される

よりも」「他人にトイレに行きたいとか言いづらかった

り、部屋に行きたいとか、気遣う方もみえるんで、言っ

ていただけるようになるっていうのは、信頼関係を持っ

て接していった結果がそういうことだったんで、そうい

うところは、すごい、嬉しかったですね」「ありがとう

とか、お礼を言ってもらったのは、それもすごく嬉しい

ですよね、やっぱり」というように、信頼されている実

感を持つことが日々の介護実践へのやりがいにつながり、

積極的にケアを進めていくための糧となった。（学生Ｉ） 

③〈自分は介護学生として認められたという

自身の存在価値〉 

「自分の名前を覚えてもらったことが嬉しかったです。

４週間という実習のなかで、３週間目の後半ぐらいから、

“もうすぐいなくなっちゃうから、寂しい”って言われて、

短い実習期間だったんですけど、実習生として、認めて

もらったというか、それがうれしかったです」「ちょう

ど利用者さんがテレビを見ていて、車いすに座って机の

ところにいる状態で、ちょっとしゃべっていて、利用者

さんがポロッと、“もうすぐだから、いなくなっちゃうか

ら、寂しい”って・・・」「寂しいって言われたのは１回

ではなくて、何回か言われたんで、そのとき、びっくり

しました」「言われたときは、“実習はもう少しですから

ね”という言葉を返しました。でも、あとから、そのこと

をプロセスレコードに書いて振り返ってみて、利用者さ

んの寂しい気持ちにもう少し寄り添ってもよかったのに、

って。ああ、確かに、自分のことだけ言っていたな、っ

ていうのを思いました」と利用者の言葉の意味を受け止

めて利用者の気持ちを推し量ることの大切さを考える機

会となった。（学生Ｄ） 

考察  

学生が体験したヒューマン・ケアリングについて、『人

間対人間の関わり』と『介護専門職としての関わり』に

焦点を当て、その過程を実習教育の視点で考察したい。 

 

1. ケアリングの背景にある実習環境 

1)実習先の介護理念、介護モデルとしての職員の

日常の姿 

 学生が語ったエピソードは、学外という慣れない社会

的環境の中、いかに人間関係を構築し、自分の居場所を

確保し、自己の存在価値を見出すかという介護実習の過

程での出来事であった。それは、ごく日常の一場面や人

と人との出会いと別れの一場面である。 

 エピソードの時期はいずれも 4 週間の実習中の半ば以

降～後半にかけてで、学生がようやく実習環境に慣れ、

利用者とのコミュニケーションがスムーズに取れるよう

になった頃である。それは学生ばかりではなく、施設の

利用者や職員にとっても学生の性格や行動の特徴などを

徐々に把握し、どのような対応や指導が適しているのか

ということをつかむことができるようになった時期でも

ある。利用者と学生の双方向の交流によりケアリングが

成り立つためには、いわば準備期間のような時期を経る

必要があった。 

高齢となり認知症などの障害が進む様々な心身状態の

方が生活する施設において、学生のために自ら力を出す

ことができる利用者は一部の方に限られる。それでも学

生が語ったいくつかのエピソードのように、利用者が学

生を励ましたり癒したりできるのは、施設の理念に沿っ

た職員各々の介護実践や、穏やかな日常生活への環境作

りが、日々たゆまず行われているからである。また、学

生が利用者の生きる姿に素直に感銘できるのも、学生一

人ひとりの実習状況を共有するために職員間で連携がな

され、できるだけ有意義な体験ができるようにという教

育的配慮が基盤にあるからである。 

このように、ケアリング過程のスタート地点には、学

生を取り巻く人的環境がすでに施設の日常として存在し

ているという背景があった。  

 

2)学生が来るのを楽しみに待つ利用者 

 単調になりがちな施設生活のなかで、介護を学ぶ学生

が実習にやってくる期間は、施設にとって新鮮な風が吹

き込まれるような状況となる。そして、実習生が訪れる

ことを楽しみに待つ利用者もある。 
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学生との利用者のケアリング過程には、学生の努力も

さることながら、利用者の力が大きく作用する。中には

学生のために役立ちたいという思いから、その人の持て

る力が引き出されることもある。 

また、親身になって介護に専念する学生との関係性は、

期間限定であるがために、「会えなくなるから寂しい」

「元気でね、また来てね」という別れのときの言葉通り、

学生が不在となった喪失感に気分が落ち込んでしまう利

用者もある。そこで、また次の実習生が来るのを楽しみ

に待つ、という気持ちに転換できるように職員は利用者

を支えているのである。 

 

2．ケアリング体験による影響と変化 

1)信頼関係を築く過程にあるケアリング 

 「感謝の言葉を言ってもらえたのは初めてだった。そ

んなふうに思ってもらえているとは思ってなかった」と

いうように、学生はそれまで気づいていなかっただけで、

日々の関わりによって徐々に信頼関係が築かれていった

過程をエピソードの背景に読み取ることができる。 

M・メイヤロフは著書『ケアの本質』でケアの主な要

素の一つである「信頼」について「“あの人は私を信頼し

ている“という認識は、ケアされている人がそのような信

頼が正しいものだと信じ、自分自身が成長していくのだ

ということを確信するのに、大きな力を発揮する」と述

べている。 

学生 B のエピソードでは「食事介助のときに“下手く

そ”と言われたり、誤嚥がすごく心配だったり、技術的に

うまくいかないことで辛いと思ったこともあった。でも、

最後にありがとうと言われたときは、びっくりしたし、

ほっとした」という言葉は、そこに至るまで試行錯誤が

繰り返された結果、得られたケアリング体験であること

を意味している。他のエピソードでも同様に、学生は、

容易ではなかった過程を踏んだからこそ、嬉しかったと

思える出来事が心に残り、これからも介護をやっていき

たいという意志へとつながったのではないか。 

 また、学生 I のエピソードでは「あるとき、ずっと横

に座って待ってみようと思って座っていたら、“家に帰り

たい”って言われて。（中略）帰りたい気持ちを伝えてい

る感じがあった。じっと一緒に座っていると、多分話し

掛けてもらえるんじゃないかって」「それはやっぱり、

一番通じ合わなければ、信頼関係がないと、できないこ

とだと思う」と語り、徘徊に付き添って歩き、座り、耳

を傾けるというケアへの専心の結果、心が通じて嬉しか

ったという感覚を信頼関係という言葉で示している。こ

のように、利用者と学生の信頼関係構築の過程そのもの

がヒューマン・ケアリングであるといえる。 

 

3．介護福祉教育におけるケアリングの意味 

1)人間的な心の交流と専門的知識・技術の両輪

によって成り立つ介護 

インタビューのために用意されたエピソードは、シス

ター・M・シモーヌ・ローチが著書『アクト・オブ・ケ

アリング』で述べた、思いやり（Compassion）、能力

（Competence）、信頼(Confidence)、良心(Conscience)、

専心(commitment) という「職業的ケアリングの諸属

性：五つの C」と、ミルトン・メイヤロフの「他者の成

長をたすけることとしてのケア」をあらかじめ意識した

ものであった。そこで取り上げられた具体的な内容には、

『人間対人間の関わり』による人間的な心の交流の場面

と『介護専門職としての関わり』による知識・技術が反

映された場面の両者が、バランスを持って相関する構造

がみられた。 

日本介護福祉士会において平成 26 年に示された介護

福祉士の専門性とは「利用者の生活をより良い方向に変

化させるために、根拠に基づいた介護実践とともに、環

境を整備することができること」である。 

人として温かい心で関わる側面と、専門分野の判断力

や行動力をもって関わる側面の、どちらか一方に偏るこ

となく両輪として進むことで成り立つのが「介護におけ

るヒューマン・ケアリング」であるといえる。 

学生 H のエピソードの、利用者に突然腕を叩かれショ

ックを受けたが、しばらく後にすまなかったというよう

に腕をなでられたという場面で「介護って、結構いのち

と隣り合わせの感じなので、一つのミスでももしかした

ら死へとつながっちゃうんじゃないかって。このときは

何かしら自分の中で救われたような感じはありました」

と語った内容は、単に利用者のしぐさに救われたという

ことだけに終わらず、利用者の行動から学んだ状況判断

の重要性であった。 

また学生 F のエピソードでは、昔仕事で使っていたそ

ろばんを提供する回想法を行い、利用者の嬉しそうな様

子に自分も喜びを感ずることができたが、それだけに終

わらず「仕事でもう十分やってきたのに、今になってま

たやってもらうって、本当にその人がやりたいことなん

だろうか」という疑問を持ち、そこで「その人らしさと

は何か」について悩み、様々な文献を読んで「介護の本
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質」について模索する機会が得られた。 

 

2)自分の将来像を描くためのフィールド 

実習前後の学生の生きがい感の変化について、津田

(2011)は「生きがい感が実習後に上昇した理由として、

実習を振り返るなかで、多くの学生は自己の学びから成

長を実感し、充実感を味わっていた学生が多く、実習中

に利用者との関わりから介護過程を展開するなかで喜び

を感じ取っていたことが影響している」と述べている。

また、「学生の視点から考える介護のやりがい」につい

ての調査（三宅,2016）では「学生は生活を支援する介

護福祉士について”ありがとう”と人から感謝される仕事

に誇りを持っている記述も多くみられた」という結果が

出ている。 

学生 D は「やだなって思うときもあるけど、そうや

っていろいろ関わってきてみて、多分わたしはいろんな

形で人と関わる仕事をしていくんだなって」「いろんな

利用者さんがいるなかで、歌を歌ってくださる利用者さ

んもいれば、気分の浮き沈みのある利用者さんもいるん

ですけども、そういう方たちと接しつつ、やっぱり人と

関わっていくんだなって」と述べていた。学生それぞれ

が、実習におけるケアリング体験により自己存在感が与

えられて自尊感情を高めることができ、その結果、介護

福祉士としての将来像を描く機会となったのである。 

 

結論 
 ヒューマン・ケアリングの過程として、学生にとって

はまず実習環境に適応するための 2～3 週間の期間を経

ることが必要であった。また、そのスタート地点には、

できるだけ有意義な体験ができるようにという実習施設

側の教育的配慮と、そこに生活する利用者という人的環

境が備わっていた。 

 ヒューマン・ケアリングが可能になるまでの人間関係

構築の過程は学生にとって容易ではなかったからこそ、

深く心に残る体験ができ、介護の道を進みたいという意

志へとつながった。 

ケアへの専心の結果、心が通じて嬉しかったと感じら

れるような体験ができ、さらに利用者への共感的理解が

深まり、その信頼関係によって積極的な介護実践につな

がった。ヒューマン・ケアリングとは、「信頼関係の構

築の過程そのもの」であった。  

また、人間的な温かい心で関わる側面と介護の専門的

な判断力や行動力をもって関わる側面が、共に両輪とな

って進められるヒューマン・ケアリングこそ、介護専門

職として最も必要な能力の一つであることが示唆された。 
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